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平成20年2月1日　福岡県小竹町　議会だより No.178 (2)

12月定例会は、12月13日から12月21日まで、会期9日間の日程で開かれました。
条例案・補正予算案等の議案が提出され、審議の結果、議会は賛成多数で可決しました。

12月定例会の主な議案

●
町
税
条
例
、
手
数
料
条
例
の

　
一
部
改
正

　
各
諸
証
明
等
に
係
る
手
数
料
を
、

引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
体
育
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め
、

使
用
料
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
町
内
者
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
使
用
料
か
ら
約
十
五
％
増

額
し
、
町
外
者
に
つ
い
て
は
、
町

内
者
の
倍
程
度
の
金
額
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

●
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条

　
例

●
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
職
員
に
自
己
啓
発
、
国
際
協

力
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
職
員
が
自
発
的
に
大

学
等
の
課
程
の
履
修
又
は
国
際
貢

献
活
動
を
行
え
る
よ
う
、
三
年
を

超
え
な
い
範
囲
で
休
業
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
少
子
化
対
策
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
長
期
に
わ
た
る
育
児
と
仕
事

の
両
立
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
職
員
は
、
小
学
校
就
学
ま

で
の
子
を
養
育
す
る
た
め
、
一
日

に
四
時
間
又
は
五
時
間
の
短
時
間

勤
務
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
の
法

律
改
正
に
準
じ
、
職
員
の
給
与
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
給
料
（
主
に
若

年
層
）、
扶
養
手
当
、
期
末
手
当

の
引
き
上
げ
等
で
す
。

　
中
央
公
民
館
、
北
公
民
館
及
び

学
校
体
育
施
設
の
使
用
料
に
つ
い

て
、
新
た
に
町
外
者
の
使
用
料
を

定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
の
維

持
管
理
の
た
め
、
町
内
者
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
使
用
料
か
ら
約
十

五
％
増
額
し
、
町
外
者
に
つ
い
て

は
、
町
内
者
の
倍
程
度
の
金
額
と

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

窓
口
証
明
手
数
料
・
体
育

施
設
使
用
料
を
値
上
げ

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら

町
職
員
の
休
業
に
関
す

る
条
例
を
制
定

町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

町
の
一
般
職
の
職
員
等

の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

公
民
館
・
学
校
体
育
施

設
使
用
料
を
値
上
げ

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら

主な手数料

主な使用料

 固定資産課税台帳閲覧等

 住民基本台帳閲覧

 住民票の写し

 納税、資産、課税等証明

 印鑑登録証再交付

区　　分

区　　分

手数料

改正前 改正後

３００円

２００円

２００円

400円

300円

300円

 町民体育館（全面）

 町民テニスコート

 町民野球場

 児童体育館

　　〃　　 （半面）

使用料（１時間当たり）

町内 町外

１,０５０円  ⇒ 1,200円

  ３１０円  ⇒     360円

  ２１０円  ⇒     240円

  ４２０円  ⇒     480円

  ２１０円  ⇒     240円

２,１００円  ⇒ 2,400円

  ４２０円  ⇒     720円

  ４２０円  ⇒     480円

  ５２０円  ⇒     960円

  ２６０円  ⇒     480円

主な使用料

区　　分
使用料（１時間当たり）

町内 町外（新設）

１,０５０円  ⇒ 1,200円

  ２１０円  ⇒     240円

  ３６０円  ⇒     410円

  ２１０円  ⇒     240円

  ５２０円  ⇒     600円

2,400円

480円

820円

480円

1,200円

 中央公民館（大研修室）

          〃         （会議室）

 北公民館   （第１研修室）

   〃   （第２･３研修室、談話室）

 学校体育館（照明利用の場合）
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平成１９年度補正予算
一般会計　　　　  　　　　    2億   162万円
特別会計　　　　　   　  　　　    9,615万円
総　　額　　　　　    　　     2億9,777万円

可
決
可
決

・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

予
算
委
員
会
の

           

主
な
質
疑

問
　
計
上
さ
れ
て
い
る
退
職
手
当

は
何
人
分
か
。
ま
た
、
退
職
後
の

人
員
の
補
充
は
。

答
　
早
期
退
職
者
が
六
人
、
定
年

に
よ
る
退
職
者
が
二
人
、
計
八
人

で
す
。

　
採
用
は
、
一
般
職
で
退
職
者
の

半
数
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
退
職
者
に
比
べ
、
採
用
予
定

者
が
少
な
い
が
、
事
務
等
の
補
充

の
た
め
に
、
軽
微
な
作
業
に
携
わ

る
障
が
い
者
を
雇
用
し
な
い
か
。

答
　
障
が
い
者
の
雇
用
は
、
現
在

二
人
で
あ
り
、
法
律
に
よ
る
基
準

は
達
成
し
て
い
ま
す
が
、
臨
時
・

委
託
等
の
職
員
枠
の
中
で
、
積
極

的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

問
　
国
土
調
査
は
、
職
員
を
配
置

し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
体
制
で

行
う
べ
き
で
は
。

答
　
平
成
二
十
年
度
か
ら
基
本
計

画
、
実
施
計
画
の
策
定
に
入
る
の

で
、
そ
の
資
料
等
の
収
集
の
た
め

に
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
臨
時
職

員
を
雇
用
し
ま
す
。

問
　
介
護
予
防
と
し
て
「
い
き
い

き
百
歳
体
操
」
の
普
及
を
考
え
な

い
か
。

答
　
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
保

健
セ
ン
タ
ー
と
き
ん
も
く
せ
い
に

お
い
て
、
転
倒
骨
折
予
防
教
室
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。

　「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
、
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
　
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
導

入
を
。

答
　
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
現
在
、
た
く
さ
ん
の

地
域
の
方
に
、
授
業
の
現
場
に
入
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
団
塊
世
代
の
方
々
が
、
職
業
や

学
習
を
通
じ
て
培
っ
た
経
験
を
活

か
し
、
教
育
現
場
で
活
躍
し
て
い

く
と
い
う
、
新
し
い「
教
育
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
か
ら
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

問
　
町
内
で
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ（
排

水
溝
の
ふ
た
）が
多
数
盗
難
に
遭
い
、

農
家
は
非
常
に
困
っ
て
い
る
が
、

何
ら
か
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

答
　
町
内
で
百
八
十
枚
の
盗
難
で

す
が
、
そ
の
う
ち
農
地
に
係
わ
る

部
分
は
、
九
十
九
枚
で
す
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
支

給
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
枚
を
半

分
に
切
断
す
る
た
め
の
カ
ッ
タ
ー

の
歯
の
補
助
程
度
は
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
小
竹
町
役
場
前
の
河
川
敷
の

利
用
計
画
は
。

　
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

出
し
た
整
備
計
画
と
、
団
体
の
会

議
の
協
議
内
容
を
精
査
し
、
町
民

と
行
政
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
整
備

を
行
う
べ
き
で
は
。

答
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
を
造
っ
て
も
、

管
理
が
難
し
い
の
と
、
財
政
的
に

非
常
に
ひ
っ
迫
し
て
い
る
た
め
、

多
額
の
お
金
は
出
せ
ま
せ
ん
。
現

在
は
、
町
が
遠
賀
川
管
理
事
務
所

を
と
お
し
て
国
か
ら
借
り
、
そ
れ

を
酪
農
組
合
に
貸
し
て
、
牧
草
採

草
地
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
町
が
直
接
管
理
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
管
理
体
系
が
決
ま
り
、

計
画
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
貸
す
こ
と
も
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
協
議
し
、

管
理
が
可
能
と
な
る
な
ら
ば
、
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

転倒骨折予防教室（保健センター主催）

グレーチング（排水溝のふた）

役場前河川敷清掃作業
ボランティア団体「小竹に住みたい」まちづくりの会



○
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
、
現
行

「
老
人
保
健
法
」
に
よ
り
行
っ
て

き
た
基
本
健
診
に
代
わ
っ
て
、

「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
る
「
特
定
健
診
・

保
健
指
導
」
が
義
務
と
し
て
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
行
の
「
老
人
保
健
法
」
は
、

第
一
条
で
法
律
の
目
的
を
、「
国

民
の
老
後
に
お
け
る
健
康
の
保

持
」
と
し
た
の
に
対
し
、「
高
齢

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
」
で
は
、
第
一
条
に
「
医
療
費

の
適
正
化
」
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、「
特
定
健
診
」

で
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

○
現
行
の
「
老
人
保
健
法
」
で
は
、

四
十
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
を
対

象
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、「
特

定
健
診
」
で
は
四
十
歳
か
ら
七
十

四
歳
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。
七
十

五
歳
以
上
も
現
行
ど
お
り
行
う
べ

き
で
は
。

○
「
特
定
健
診
」
の
最
大
の
眼
目

を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
の
予
防
、
改
善
と
し
た
た
め

に
、
現
行
の
「
基
本
健
診
」
か
ら

「
心
電
図
」
や
「
貧
血
検
査
」
な

ど
が
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、

現
行
ど
お
り
行
う
べ
き
で
は
。

○
「
特
定
健
診
」
の
「
受
診
率
」

や
、
指
導
の
「
改
善
率
」
が
悪
い

と
き
に
は
、「
特
定
保
険
料
」
が

加
算
さ
れ
る
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
か
。

○
「
特
定
健
診
」
は
国
保
で
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
か
ら
国
保
税
の
値
上
げ
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
値
上
げ
は
す
べ
き
で

は
な
い
と
思
う
が
。

山
本
町
長
　
七
十
五
歳
以
上
の
方

に
つ
い
て
は
、
健
康
増
進
法
に
基

づ
き
、
従
来
ど
お
り
健
診
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
健
診
項
目
は
、
健
診
者
全
員
が

受
け
る
基
本
的
な
健
診
と
、
医
師

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
の
選
択

的
に
受
け
る
詳
細
な
健
診
と
は
分

け
ら
れ
ま
す
。
医
師
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
は
、
心
電
図
や
眼
底

検
査
や
貧
血
検
査
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
特
定
健
診
は
、
各
保
険
者
が
基

本
的
に
保
険
料
の
財
源
で
行
う
こ

と
か
ら
、
検
査
項
目
が
増
え
れ
ば

事
業
費
も
増
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
国
が
示

し
た
基
準
に
準
じ
た
検
査
項
目
で

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
が
示
し
た
目
標
で
は
、
特
定

健
診
の
実
施
率
が
六
十
五
％
、
特

定
保
健
指
導
の
実
施
率
が
四
十
五

％
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
該
当
者
及
び
予
備
軍
の
減
少

率
が
十
％
で
す
。
現
在
の
健
康
診

断
の
受
診
率
は
十
五
％
程
度
で
す
。

よ
っ
て
、
特
定
健
診
の
実
施
率
の

目
標
値
六
十
五
％
は
、
強
制
的
に

健
診
を
実
施
し
な
け
れ
ば
達
成
が

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
健
診
予
算
に
つ
い
て
、
で
き
る

だ
け
負
担
の

少
な
い
方
向

で
進
め
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。

○
子
育
て
女
性
の
意
識
調
査
で
は
、

保
育
料
ま
た
は
幼
稚
園
費
の
軽
減
、

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
、
児
童

手
当
の
金
額
の
引
き
上
げ
な
ど
が

強
い
要
求
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
県
内
の
半
数
以
上
三
十

四
自
治
体
で
、
乳
幼
児
医
療
無
料

化
の
対
象
者
の
拡
大
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
病
気
し
た
時
に
、「
親

の
経
済
的
な
理
由
で
医
療
が
受
け

ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
絶
対

に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

そこが知りたいそこが知りたい

一 般 質一 般 質 問
そこが知りたいそこが知りたい

一 般 質一 般 質 問
そこが知りたいそこが知りたい

一 般 質一 般 質 問
そこが知りたいそこが知りたい

一 般 質一 般 質 問
そこが知りたい

一 般 質 問
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宮
野
一
男
議
員

●
「
特
定
健
診
・
保
健

「
特
定
健
診
・
保
健

　
　
指
導
」
の
導
入
は

　
　
指
導
」
の
導
入
は

●
「
特
定
健
診
・
保
健

　
　
指
導
」
の
導
入
は

●乳幼児医療拡充を●乳幼児医療拡充を

●要介護認定者の障害者●要介護認定者の障害者
　控除認定証明書発行を　控除認定証明書発行を

●乳幼児医療拡充を

●要介護認定者の障害者
　控除認定証明書発行を

広瀬 早美 議員



　
今
の
子
育
て
世
代
の
現
状
を
考

え
れ
ば
、
子
供
を
産
ん
で
育
て
る

こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
こ
の

よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
子
育

て
支
援
環
境
を
充
実
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

う
か
が
い
ま
す
。

　
十
八
年
度
決
算
を
み
れ
ば
予
算

が
組
め
な
い
こ
と
は
な
い
。
町
長

の
考
え
を
。

　
県
が
二
十
一
年
三
月
ま
で
に
乳

幼
児
医
療
を
就
学
前
ま
で
実
施
す

る
話
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

○
本
町
に
は
要
介
護
認
定
者
で
、

障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
対
象

者
が
、
約
四
百
人
い
ま
す
。

　
要
介
護
一
か
ら
三
の
人
は
、
普

通
障
害
者
控
除
、
要
介
護
四
、
五

の
人
は
、
特
別
障
害
者
控
除
の
対

象
者
と
な
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
証
明
書
を
交
付
し

た
の
が
二
十
五
人
で
す
。
ま
だ
ま

だ
こ
の
制
度
が
住
民
全
体
に
周
知

徹
底
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
直
方
市
で
は
来
年
か
ら
対
象
者

全
員
に
障
害
者
控
除
認
定
証
明
書

を
送
付
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
本
町
で
も
対
象
者

全
員
に
個
別
に
知
ら
せ
る
取
り
組

み
が
で
き
な
い
か
。

山
本
町
長
　
乳
幼
児
医
療
の
拡
充

を
、
財
政
が
許
す
限
り
実
施
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
年
齢
を
一
歳
引
き
上
げ
る

の
に
、
約
百
六
十
万
円
必
要
で
す
。

一
歳
ず
つ
で
も
引
き
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
知
事
の
公
約
で
あ
る
、
平
成
二

十
一
年
三
月
ま
で
に
就
学
前
ま
で

乳
幼
児
医
療
の
助
成
を
行
う
話
は

進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

○
要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除

認
定
証
明
書
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
現
に
所
得
税
・

住
民
税
の
控
除
を
受
け
て
い
る
人

の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
に
準
ず
る

者
と
し
て
要
介
護
認
定
を
受
け
た

人
に
つ
い
て
、
申
請
に
基
づ
き
、

障
害
の
程
度
を
判
断
し
て
交
付
す

る
も
の
で
す
。

　
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
現

在
は
回
覧
文
書
等
で
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
対
象
者
の
方
に
個

別
に
通
知
す
る
よ
う
、
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
近
隣
の
市
町
に
遅
れ
な
い
よ
う
、

対
処
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
今
は
、
入
院
で
き
て
も
す
ぐ
に

退
院
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

　
小
竹
町
に
は
、
高
齢
者
も
多
く
、

在
宅
医
療
を
受
け
て
お
ら
れ
る
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
に
対
し
、
二
十

四
時
間
い
つ
で
も
「
い
ざ
」
と
い

う
と
き
、
す
ば
や
く
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
医
療
や
介
護
に
関
す
る

情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
の
情
報
と
は
、
病
歴
、
投

薬
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
や
内
容
、

緊
急
時
に
運
ん
で
ほ
し
い
病
院
や

介
護
施
設
、
手
術
が
必
要
な
と
き

の
同
意
、
心
肺
停
止
に
な
っ
た
場

合
の
蘇
生
か
自
然
死
か
の
希
望
な

ど
で
す
。
そ
し
て
、
介
護
施
設
、

病
院
、
消
防
署
等
が
こ
の
情
報
を

共
有
し
あ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制

の
構
築
に
つ
い
て
、
小
竹
町
か
ら

近
隣
の
市
町
村
に
対
し
て
呼
び
か

け
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
登
録
希
望
者
は
、
最
初
は
少
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
人
の

命
を
守
る
た
め
に
も
早
急
に
行
う

べ
き
で
は
。

○
少
子
化
対
策
で
、
各
地
で
い
ろ

い
ろ
な
子
育
て
支
援
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
親
が
親
と
し
て
育
ち
、
楽
し
く

子
育
て
が
で
き
、
子
ど
も
の
虐
待

予
防
の
取
組
み
に
、
質
を
飛
躍
的

に
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
、
親
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
を
実
施
し
な

い
か
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
頃
の

子
育
て
を
通
し
て
「
困
っ
て
い
る

こ
と
」
や
「
悩
ん
で
い
る
こ
と
」

な
ど
、
自
分
達
が
テ
ー
マ
を
決
め

て
話
し
合
っ
て
い
く
、
参
加
型
の

講
座
で
す
。

　
こ
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
講

座
の
進
行
役
を
務
め
る
人
は
、
養

成
講
座
に
四
日
間
出
席
し
て
勉
強

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
今
の
と
こ
ろ
は

関
西
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

職
員
か
住
民
の
中
か
ら
希
望
者
を

募
っ
て
受
講
さ
せ
、
是
非
事
業
を

立
ち
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

山
本
町
長
　
医
療
関
係
と
い
う
の

は
、
情
報
管
理
が
厳
し
く
な
っ
て

お
り
、
ど
こ
で
管
理
す
る
の
か
、

場
合
に
よ
っ
て
は
人
員
の
配
置
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
直
鞍
地
区
に
は
、
直
鞍
広
域
圏

が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
直
鞍
医
師

会
と
も
強
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
本
町
と
し
て
は
、
直
鞍
地
区
の

首
長
会
や
医
師
会
と
協
議
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

○
本
町
の
子
育
て
支
援
と
し
て
は
、

コ
ア
ラ
教
室
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
講
座
に
、
誰
を
ど
の
よ
う
な
方

法
で
参
加
さ
せ
る
の
か
、
町
と
し

て
何
が
援
助
で
き
る
の
か
等
を
含

め
、
既
に
実
施
し
て
い
る
先
進
地

の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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大安 美佐代 議員

●在宅高齢者医療情報●在宅高齢者医療情報
　ネットワークづくりを　ネットワークづくりを

●親支援プログラム事業を●親支援プログラム事業を
　実施しないか　実施しないか

●在宅高齢者医療情報
　ネットワークづくりを

●親支援プログラム事業を
　実施しないか
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議
会
だ
よ
り
を
定
例
議
会
終
了

後
発
行
し
て
い
る
が
、
執
行
部
答

弁
の
大
半
が
「
財
政
的
に
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
予
算
が
許
す
限
り

実
施
し
た
い
」
と
述
べ
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

　
住
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
等
が

実
現
で
き
ず
、
議
員
活
動
に
対
し

不
甲
斐
な
さ
を
痛
感
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
う
。
事
実
、
国
の
三
位

一
体
の
改
革
に
伴
い
、
各
市
町
村

は
非
常
に
厳
し
い
財
政
の
も
と
で

独
自
性
を
発
揮
し
、
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
実
情
だ
。

　
そ
こ
で
、
議
会
は
、
副
町
長
、

関
係
課
長
と
共
に
、「
宮
崎
県
五
ヶ

瀬
町
」
に
行
政
調
査
を
行
っ
た
。

　
五
ヶ
瀬
町
は
、
合
併
を
目
指
さ

ず
、
行
財
政
改
革
に
平
成
十
四
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
自
ら

の
責
任
と
工
夫
に
よ
る
魅
力
的
で

個
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
必
要

性
を
検
討
し
実
施
し
て
い
る
実
態

を
調
査
し
た
。

　
本
町
と
同
じ
く
過
疎
化
・
少
子

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
職
員
の

削
減
、
議
員
定
数
の
削
減
を
行
い

な
が
ら
退
職
者
不
補
充
を
決
断
、

そ
の
結
果
、
課
の
統
廃
合
、
グ
ル
ー

プ
制
の
導
入
や
事
務
事
業
評
価
シ

ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
定
員
管
理

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
中
で
も
事
務
事
業
評
価
の
対
象

と
な
る
の
は
、
町
民
や
各
種
団
体

へ
の
補
助
金
・
交
付
金
、
町
直
営

の
公
共
工
事
、
施
設
の
運
営
事
業

で
あ
り
、
廃
止
・
完
了
・
統
合
と

い
っ
た
評
価
を
付
し
、
町
民
に
公

表
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
種
施
設
の
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
な
ど
も
図
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
住
民
に
と
っ
て
急

激
な
改
革
に
戸
惑
い
も
大
き
く
、

実
施
に
は
厳
し
い
状
態
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
町
の
再
建
に
向
け
、

実
業
団
陸
上
部
等
の
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
の
誘
致
に
力
を
入
れ
、
ス
キ
ー

場
運
営
と
あ
わ
せ
「
ス
ポ
ー
ツ
の

町
五
ヶ
瀬
町
」
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
農
家
の
民
宿
許
可
取
得
、

第
三
セ
ク
タ
ー
で
ワ
イ
ン
工
場
や

レ
ス
ト
ラ
ン
を
設
置
し
、
官
民
一

体
と
な
り
「
交
流
」
を
進
め
て
い

る
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
十
七

年
度
の
第
四
次
行
政
改
革
で
、
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
に
よ
り
、
敬

老
祝
い
金
、
補
助
金
等
の
大
幅
な

削
減
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
職
員
数
や
議
員
定
数
の
削

減
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
　
町
制
八
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、

議
会
・
行
政
・
町
民
が
協
働
し
、

「
何
も
な
い
小
竹
町
」
か
ら
「
夢

の
あ
る
小
竹
町
」
に
、
今
年
は
ね

ず
み
年
、
こ
ま
め
に
動
き
、
少
し

ず
つ
で
も
実
現
に
向
け
努
力
し
よ

う
。
　
　
（
編
集
委
員
　
吉
野 

慎
一
）

行　政　調　査 （平成19年11月15日：宮崎県五ヶ瀬町）

◎悪質商法を助長するクレジットの被害を防止するため、割賦販売法の抜本的改正を
　求める意見書採択の請願………………………………………………………………………採択
◎「地域安全・安心まちづくり推進法」の早期制定を求める意見書………………………可決
◎後期高齢者医療制度の中止・撤回を求める意見書…………………………………………可決
◎取調べの可視化の実現を求める意見書………………………………………………………可決
◎悪質商法を助長するクレジットの被害を防止するため、割賦販売法の抜本的改正を
　求める意見書……………………………………………………………………………………可決

請　願・意見書

※事情により変更される場合※事情により変更される場合
　もありますので　もありますので、あらかじあらかじ
　めご了承ください。　めご了承ください。

※事情により変更される場合
　もありますので、あらかじ
　めご了承ください。

次回の定例会は、次回の定例会は、

　　３　　３月６日（木）（木）
　　　　　　　　　　開会予定です。開会予定です。

次回の定例会は、

　　３月６日（木）
　　　　　開会予定です。

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
傍聴場所は、役場３階議事堂内傍聴席です。
また、テレビ放映による傍聴は役場
１階ロビー、総合福祉センターロビー
で放映いたします。


